	「父母の祈り」とは？


父母の祈り

神よ、わが子が自分の道を歩めるように、
わたしが歩みたいと望んだ道を子どもに強いることがないように、
わたしにできなかったことを子どもに強いて、苦しめることがないように、
神よ、わたしを守ってください。
わが子が歩み行く遥かかなたを見据えて、今のわが子の過ちを見守らせてください。
ゆっくりと成長するわが子の姿を、優しい心で見つめることができますように。
些細ないたずらに微笑みかける時と、悪しき行いを毅然とたしなめる時、
その二つの時を見分ける英知を与えてください。
わが子の怒り狂うことばや、押し黙る孤独な姿に、
悩み苦しむ子どもの叫びを聴き取ることができますように。
そして、深い淵を越え、子どもに歩み寄り、理解しあう事ができるよう、
わたしに力を与えてください。
神よ、できないことに目を留めていらだち、怒りの声を上げるのではなく、
わが子が上手にできたことに目を向けて
喜びのことばで褒めることができるよう、
私を導き、ちからをあたえてください。
私が心からわが子を大切にすることによって、
子どもも、心から人を大切にすることができますように。
わが子が力強く自分の道を歩めるように、わたしは子どもを送り出したい。
神よ、どうかわたしに、その勇気を与えてください。
　（マリオン・Ｂ・ダーフィーの『祈り』から）

祈り

「神様　今日も、世界をおまもりください。
　わたしにいのち　与えたもうた　この御手で　曠野（あれの）は寒い　子羊は祈る。
　神様　お恵みを　さまよう者に。
　おびえる子供らに　御救いを、おびえる子供らに　御救いを。」
· 歌手本田美奈子さん(38才)が入院する病院へ、仕事を介して出会い、母とも慕う岩谷時子さん(89才)が奇しくも同じ病院の階が違うが同じ号室の病室に入院することになった。
· 無菌室を出られない本田さんは、動けない岩谷さんにボイスレコーダーを通して、病気と闘いながら励ますことを思いつく。
本田さんは、岩谷さんへのボイスレターに必ず自らの歌を録音する。
ある日、気持ちがブルーだと言いながらも歌う、｢祈り、（岩谷時子作詞）」は、音程のずれを感じさせながらも歌いきる。
· 美奈子：「ねえ、お母さん。お母さんの詩ってすごいでしょ。心にいっぱいキズをおってしまって、自分が生きているのも辛くなるような子供達が最近増えていると思うんですね。そういう子供達に、お母さんの詩のメッセージ伝えるために、子供達の前で歌うことができたらいいなって、今思いました。」
· 時子：「とっても綺麗な歌声を聴いて、さわやかな気持ちで寝むれない春の夜を眠りました。やっぱり色々と考えることの多いこの頃だけど、あなたも私もこれから頑張って生きていかなければならない宿命を持っていると思うのね。だから、力を合わせて、何とか幸せに、周囲も幸せになるように頑張りましょうね。」
摂理に合った祈り・真理にそった祈り
・「自分の霊的成長を願うこと」
・「弱い自分の心を強くしてほしいと願うこと」
・「霊主肉従の力を与えて清らかな心を持てるようにしてほしいと願うこと」
・「もっと利他愛実践のチャンス・奉仕のチャンスを与えてくれるように、人類のために自分を道具として活用してくれるように、自分を犠牲にしてくれるようにと願い出ること」。
・祈りは、最も純粋な霊的行為・信仰実践の一つ。
・霊的な親である神の前に心を解き放ち、最も深い霊的次元で触れ合う厳粛な一時なのである。
・祈りには、常に最高の誠意が要求される。
・誠意があって初めて、神の前に出ても恥ずかしくないということになり、“祈る資格”が与えられるようになる。
その誠意とは、常日頃から霊的真理にそった実践を心がけているということ。そうした人であってこそ、神の前に「もっと自分の心を高めてください」と祈ることができる。常に醜い自分の心との闘いをしている人のみが、「もっと自分の心を清めてください」と祈ることができる。
苦しみ・困難から逃げることなく堂々と立ち向かう人であってこそ、「耐える力を与えてください」と祈ることができる。絶えず他人や人類への奉仕に励んでいる人であってこそ、神に向かって
｢もっともっと奉仕のチャンスを与えてください」と願い出ることが許されるようになる。
· 夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方幸せ研究所　
· 知多クリック内　http://www.chitac.com/　以上、皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2010.11.15
あなたの子どもたちは、あなたの子どもではありません。 

彼らは生命が、みずからを待ちこがれて生みだした息子、娘たちなのです。 

子どもたちはあなたを通して生まれてきたけれど、 

あなたが生みだしたのではありません。 

あなたと一緒にいますが、あなたのものではありません。 

あなたは子どもたちに愛を与えるかもしれませんが、 

あなたの思考を与えるわけではありません。 

なぜなら、子どもたちには子どもたち自身の思考があるからです。 

あなたは子どもたちの肉体を宿すかもしれませんが、 

子どもたちの魂を宿すわけではありません。 

なぜなら、子どもたちの魂が宿っているのは明日の家、 

あなたが夢の中でも訪れることのない場所だからです。 

あなたが子どもたちのようになろうとすることもあるでしょうが、 

子どもたちをあなたのようにはしないように、 

あなたは弓であり、あなたの子どもはそこから放たれる、命ある矢なのです。 

弓であるあなたが、引き手によって、喜びのうちに曲げられますように。
カリール・ジブラン『預言者』より
